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C O N T E N T S
　■世界と交流するまちしらはま

　■後期高齢者医療制度平成２２年度のポイント／

　　平成２２年度人間ドックのご案内

　■お知らせ information

　■行政改革／町長だより

　■まちのわだい／地デジ相談会

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

　■町長ピックアップニュース

おおいに盛り上がった

　　　南紀白浜海人祭２０１０in 白良浜



広報しらはま７月号　�

世 
界
と

交 

流
す
る
ま
ち

１
．
果
川
市
職
員
の
受
け

入
れ
（
９
月
か
ら
）

　

行
政
交
流
推
進
の
一
環
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
、
白
浜
町

か
ら
は
平
成
23
年
度
の
派
遣
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

２
．
果
川
市
へ
の
公
式
訪

問
、
果
川
市
ハ
ン
マ
ダ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
町
内

文
化
芸
術
グ
ル
ー
プ
を
派

遣
（
９
月
）

　

隔
年
で
の
訪
問
を
約
束
し
て

お
り
、
今
年
度
は
白
浜
町
が
果

川
市
を
訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
果
川
市
を
代
表
す
る

祭
典
に
白
浜
町
か
ら
町
内
の
文

化
芸
術
グ
ル
ー
プ
を
派
遣
し
ま

す
。

友
好
都
市
・
大
韓
民
国

果
ク
ワ
ァ

川
チ
ョ
ン

市
と
の

平
成
22
年
度
交
流
事
業
決
定

　

白
浜
町
は
、
平
成
21
年
６
月
30
日
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
大
韓
民
国
の
果
川
市
と
今
年
度
よ
り
本

格
的
な
交
流
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
の
交
流
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

し
ら
は
ま

【 果川市全景 】

【 果川市キャラクター 「トリとアリ」】



�　広報しらはま７月号

ハワイ州ホノルル市

ちびっこ親善訪問団

が来町

ワイキキビーチと白良浜姉
妹浜提携１０周年記念事業

　ハワイ州ホノルル市ワイキキビーチと
白良浜が平成１２年７月に姉妹浜提携を
して１０周年を迎えるにあたり、６月６
日から８日にかけて、ホノルル市の小学
生とその家族２７人がホノルル市長の親
書を携え、１０周年記念事業として白浜
町を親善訪問されました。
　この取り組みは、白浜観光協会が中心と
なり実現したもので、訪問期間中は白浜町
への表敬訪問や世界遺産の見学、特に、西
富田小学校では、歓迎セレモニーのあと、
ホノルル市小学生によるフラダンスの披露
やプレゼントの贈呈があり、西小児童会か
らはお礼のあいさつと全校児童による校歌
の合唱などが行われました。
　また、書道や給食を体験されるなど、
有意義なひとときを過ごされ、今後の更
なる交流を約束しました。
　また、９月１０日から１２日にかけて、
姉妹浜提携１０周年記念事業として、「南
紀白浜フラフェスティバル」が白良浜で
開催されます。詳しくは、白浜町観光協
会ホームページをご覧ください。
http://www.nanki-shirahama.com/

３
．
果
川
市
高
校
生
語
学

研
修
受
け
入
れ
（
来
年
１

月
）

　

果
川
市
高
校
生
10
人
を
９
泊

10
日
で
受
け
入
れ
、
白
浜
中
学

校
や
田
辺
高
等
学
校
で
の
語
学

研
修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
体
験
、

日
置
川
地
域
で
の
ほ
ん
ま
も
ん

体
験
等
を
行
な
い
ま
す
。

◆
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
家
庭
募
集

・
果
川
市
と
の
交
流
に
あ
た
り
、

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
韓

国
語
の
通
訳
を
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
会
話
以
上
の
韓
国
語
の

話
せ
る
方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

・
来
年
１
月
、
果
川
市
高
校
生

語
学
研
修
受
け
入
れ
に
あ
た

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。（
約
５
日
間
、

１
家
庭
２
人
（
男
女
未
定
）、

朝
夕
食
・
宿
泊
等
（
日
中
は
中

学
校
等
で
研
修
）

　

登
録
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に

対
し
、
詳
細
が
決
定
次
第
、
受

け
入
れ
要
領
等
を
周
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
受
け
入
れ
の
可
否

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

友
好
都
市
・
大
韓
民
国
果
川
市

の
中
学
生
40
人
が
、
語
学
・
文
化

研
修
の
た
め
大
阪
、
京
都
、
名
古

屋
を
訪
問
す
る
機
会
を
捉
え
、
６

月
３
日
に
白
浜
中
学
校
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
が
出
迎
え
、
吹
奏
楽

部
の
演
奏
や
生
徒
会
長
の
あ
い
さ

つ
な
ど
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

と
、
約
２
時
間
４
つ
の
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
、
数
学
や
理
科
、
英

語
、
音
楽
の
授
業
を
い
っ
し
ょ
に

受
け
、
英
語
で
自
己
紹
介
を
し
合

う
な
ど
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
・
大
韓
民
国
果
川
市
中
学
生
が
来
町

～
白
浜
中
学
校
で
交
流
～

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
（
℡
４
３
ー
６
５
９
８
）

【 白浜町役場にて 】



広報しらはま７月号　�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

　
　
　
　
　

平
成
22
年
度
の
ポ
イ
ン
ト

①
対
象
者

　

原
則
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
方
）
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
被
保
険
者
の
資
格
を
取

得
し
ま
す
。

②
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る

『
均
等
割
額
』
と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て

決
ま
る
『
所
得
割
額
』
の
合
計
と
な
り
、
個
人

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
率
は
和
歌
山

県
内
均
一
で
定
め
ら
れ

（
特
例
地
域
を
除
く
）、

２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

ま
す
。

※
保
険
料
額
は
ど
ん
な

に
所
得
の
高
い
方
で
も
、

年
50
万
円
が
上
限
と
な

り
ま
す
。

◎
保
険
料
の
決
定
通
知

は
７
月
中
旬
頃
送
付
予

定
で
す
。

均等割額軽減割合 総所得金額等の合計（同一世帯内の被保険者および世帯主）

９割軽減
３３万円以下の世帯で被保険者全員が年金収入８０万円以下の世帯 

（その他各種所得がない場合）

８．５割軽減 ３３万円以下の世帯

５割軽減 ３３万円＋（世帯主を除く被保険者数×２４万５千円）以下の世帯

２割軽減 ３３万円＋（被保険者数×３５万円）以下の世帯

③保険料の軽減措置

　所得の低い方は、以下の基準によって均等割額および所得割額が軽減されます。

※６５歳以上の公的年金受給者は、年金所得から１５万円を控除して軽減判定されます。

～所得割額の軽減～
賦課のもととなる基礎控除後の所得金額が５８万円以下の場合は、所得割額が５０％軽減さ
れます。

～均等割額の軽減～　　　　　《軽減対象判定基準》

　８月１日から保険証（後期高齢者医療被保険者証）

　が変わります
　平成２２年７月３１日の有効期限満了にともない保険証（後期高齢者医療被保険者証）
を更新します。
　新しい保険証は『うすいオレンジ色』です。７月中旬頃から順次、簡易書留にて郵送さ
せていただく予定です。今回お届けする『うすいオレンジ色』の保険証は届き次第、ご使用（７
月３１日までは、どちらの保険証もご使用できます）になれますので、それまでは現在お
持ちの保険証『みず色』をご使用ください。

○現在お持ちの保険証は…
　現在お持ちの「みず色」の保険証は８月からはご使用できませんので、８月１日以降に
役場民生課 ･ 富田事務所・日置川事務所の保険担当に返却、または、ご自分で処分される
場合は細かく裁断するなどして、住所・氏名などが他人に知られないよう十分ご注意くだ
さい。

●年間の保険料額●

均等割額（４２，６４９円）
＋

所得割額（〔所得－３３万円〕×７．９１％）



�　広報しらはま７月号

⑤
社
会
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
の
方
を
除
く
）

　

制
度
加
入
日
の
直
前
が
被
用
者

保
険
（
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
）
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
加
入

時
か
ら
均
等
割
が
９
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方

で
（
国
民
健
康
保
険
の
方
を
除

く
）、
保
険
料
が
９
割
軽
減
さ
れ

て
い
な
い
内
容
で
あ
る
場
合
は
、

役
場
民
生
課
医
療
保
険
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

④
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
納
付
）

　

年
金
支
給
月
の
４
月
・
６
月
・

８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年

６
回
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
あ
ら

か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
年
齢
到
達
に
よ
り
制
度
に
加
入
し

た
直
後
や
、
保
険
料
額
の
変
更
等
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
年
度
途
中

に
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）

　

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年
９
回

に
分
け
て
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

　

白
浜
町
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納

付
書
で
、
納
期
日
内
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
・

確
実
な
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
指

定
の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
一
度
手
続
き
を
し
ま
す
と
、

毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
拡
大

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納

付
す
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
が
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
今
ま
で

保
険
料
（
税
）
の
滞
納
が
無

い
な
ど
の
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
に
よ
り
、
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

※
納
付
方
法
の
変
更
に
は
、

白
浜
町
医
療
保
険
係
お
よ
び

金
融
機
関
で
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

■各種申請・お問い合わせ先
・役場民生課　医療保険係
　（℡４３ー６５８５）
・和歌山県後期高齢者医療広域連合
　（℡０７３ー４２８ー６６８８）

平成２２年度　人間ドックのご案内
【白浜町国民健康保険】または【和歌山県後期高齢者医療保険】の方対象

　白浜町では、白浜町国民健康保険および和歌山県後期高齢者医療被保険者の方を対象に、１日人間ドック
の助成事業を行っています。白浜町（国保・後期高齢者医療）が契約した白浜はまゆう病院で『人間ドック』
を受検する場合、検査費用の３割で受検することができます。

❖ 補 助 対 象 者 ❖

①または②

  ①白浜町国民健康保険に加入している２０歳以上の方

  ②和歌山県後期高齢者医療保険に加入していて、白浜町に住民登録のある方

❖ 補 助 内 容 ❖
  検査内容により金額が異なります。

  （詳しくは広報しらはま４月号４ページをご参照ください）

❖ お申し込み先❖
    白浜はまゆう病院　人間ドック・健診センター
　  ☎４３－７８７７　　希望日を電話予約してください
    （電話受付　平日　午前９時３０分～１１時／午後３時～５時）

詳しくは、広報しらはま４月号４ページ「人間ドックを受けて全身チェック！」をご覧ください。

病
気
や
け
が
の
治
療
を
受
け
た

と
き

　

医
療
費
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

１
割（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

を
自
己
負
担
し
ま
す
。

※
医
療
を
受
け
る
と
き
に
は
必
ず
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。



広報しらはま７月号　�

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，５８５人
　　　　　　（先月比　ー４２人）

　　　　男　　１０，９８５人
　　　　　　（先月比　－２９人）

　　　　女　　１２，６００人
　　　　　　（先月比　－１３人）

　世帯数　　１１，０７６世帯
　　　　　　（先月比－２０世帯）

※平成２２年６月１日現在

商
業
・
法
人
登
記
事
務
の
取
扱

庁
が
変
わ
り
ま
す

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

が
管
轄
し
て
い
ま
す
田
辺
市
、
西

牟
婁
郡
（
白
浜
町
、
上
富
田
町
、

す
さ
み
町
）、
日
高
郡
み
な
べ
町

の
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
事

務
は
、
９
月
６
日
（
月
）
か
ら
和

歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門
で
取

り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
以
下
の
事
務
に
つ
い
て

は
、
田
辺
支
局
で
も
引
き
続
き
取

り
扱
い
ま
す
。

・
会
社
・
法
人
の
登
記
の
登
記
事

項
証
明
書
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の

発
行

・
会
社
・
法
人
の
印
鑑
カ
ー
ド
の

発
行
・
再
発
行
・
廃
止

・
会
社
・
法
人
の
電
子
証
明
書
の

届
出

※
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
要
約

書
お
よ
び
紙
の
登
記
簿
の
閲
覧
お

よ
び
謄
本
等
の
発
行
、
印
鑑
の
届

け
（
改
印
・
廃
印
）
は
、
田
辺
支

局
で
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
会
社
・
法
人
の
登
記
手
続
に
関
す

る
ご
質
問
・
ご
相
談
は
、
引
き
続
き

田
辺
支
局
で
も
お
受
け
し
ま
す
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
和
歌
山
地
方

法
務
局
登
記
部
門
で
の
み
取
り
扱

う
場
合
が
ご
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
取
扱
庁
の
変
更
に
と
も
な
い
、

必
要
と
な
る
登
記
申
請
手
続
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
お
持

ち
の
印
鑑
カ
ー
ド
は
、
そ
の
ま
ま

ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
不
動
産
（
土
地
・
建
物
等
）
登

記
事
務
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
７
３
ー
４
２
２
ー
５
１
３
１

白
浜
町
民
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

に
つ
い
て

　

白
浜
町
民
プ
ー
ル
は
、
７
月
21

日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
火
）
ま

で
で
、
一
般
利
用
の
時
間
は
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

に
な
り
ま
す
。

　

小
学
４
年
生
以
下
の
お
子
様
に

は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
天
候
や
水
温
、
プ
ー
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
よ
り
、
開
放

を
中
止
す
る
日
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
役
場
観
光
課
公
園
施
設
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

旧
南
紀
白
浜
空
港
跡
地
へ
町
営

臨
時
駐
車
場
を
開
設

　

白
良
浜
周
辺
の
駐
車
場
不
足
や

違
法
駐
車
な
ど
、
交
通
混
雑
の
緩

和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年

も
旧
空
港
跡
地
に
臨
時
駐
車
場
を

開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
期
間

　

７
月
24
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　

８
月
15
日（
日
）

◆
料
金

　

普
通
車　

１
，
０
０
０
円

　

大
型
車　

５
，
０
０
０
円

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

有料広告募集中！ 有料広告募集中！
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
給

与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
従

業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払
う

給
与
か
ら
住
民
税
（
市
町
村
民
税

＋
県
民
税
）を
徴
収（
天
引
き
）し
、

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
ま
れ
に
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
の
際
に
「
普
通
徴
収
希

望
」
と
記
載
さ
れ
た
報
告
書
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
地
方
税
法
第

３
２
１
条
の
４
お
よ
び
各
市
町
村

の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
者

は
、
給
与
の
支
給
期
間
が
２
カ
月

に
１
回
の
み
の
支
給
に
よ
る
な
ど
、

特
別
徴
収
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
な
場
合
以
外
は
、
原
則
と
し

て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
給
与
支
払
報
告
書

は
、
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
７

に
お
い
て
、
提
出
し
な
か
っ
た
事

業
所
ま
た
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た

事
業
所
に
対
す
る
罰
則
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
手
続
き

　

特
別
徴
収
の
実
施
に
あ
た
り
、
事

業
所
（
給
与
支
払
者
）
は
、
例
年
ど

お
り
１
月
31
日
ま
で
に
給
与
支
払

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

報
告
内
容
に
基
づ
き
、
特
別
徴

収
対
象
者
お
よ
び
特
別
徴
収
税
額

を
税
務
課
よ
り
通
知
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
事
務

　

毎
年
５
月
に
特
別
徴
収
義
務
者

あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通

知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

そ
の
税
額
を
毎
月
給
料
か
ら
徴
収

し
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
合
計
額

を
各
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村

へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
事

務
所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の

納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
４

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

捕
獲
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

白
浜
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
３
月
末
ま

で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
の
み
、

わ
な
の
資
格
が
な
く
て
も
、
捕
獲

檻
を
設
置
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
農
林
水
産
課

ま
た
は
日
置
川
事
務
所
産
業
建
設

係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
書

類
作
成
後
実
施
で
き
ま
す
。

　

捕
獲
檻
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ

場
所
に
て
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
役
場
農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

　

日
置
川
事
務
所
産
業
建
設
係

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
２
３
０
２

白
浜
町
次
世
代
育
成
支
援
後
期

行
動
計
画

　

白
浜
町
で
は
、
法
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
父
母
そ
の
他
の
保
護
者

が
子
育
て
の
第
一
義
的
責
任
を
有

す
る
と
い
う
基
本
認
識
の
も
と

に
、
子
育
て
の
意
義
に
つ
い
て
の

理
解
が
深
め
ら
れ
、
か
つ
、
子
育

て
に
と
も
な
う
喜
び
が
実
感
さ
れ

る
よ
う
に
配
慮
し
て
行
う
」
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
平
成
16
年
度
に
旧
白

浜
町
と
旧
日
置
川
町
に
お
い
て
策

定
し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
（
前
期
計
画
）
を
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
新
白
浜
町
の
計
画
と
し
て

子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
国
に
お
い
て
は
継

続
的
に
子
ど
も
と
子
育
て
に
関
す

る
施
策
、
制
度
の
見
直
し
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
期
計
画
は

平
成
21
年
度
で
期
間
が
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の

検
証
、見
直
し
等
を
行
っ
た
上
で
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
後
期
５
年
間
の
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
基
本
理
念

【
創
意
・
工
夫
】
ふ
れ
あ
い
・
た

す
け
あ
い
で
子
育
て
の
喜
び
を
実

感
で
き
る
ま
ち

◆
基
本
目
標

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

②
親
子
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

③
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

④
子
ど
も
と
子
育
て
を
支
援
す
る

環
境
の
整
備

⑤
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
・
家
庭

の
支
援

　

白
浜
町
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
地
域
や
関
係
機
関
・
団
体

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
白
浜
町
次

世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
は
白
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
幼
児
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
９
４

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
の
実
施
を

市
町
村

給

与

支

払

者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給

与

所

得

者

（
納
税
義
務
者
）

⑤税の納入
　（翌月１０日まで）

④税の徴収
　（６月から翌年５月の
　　　　　　給与支払時）

①給与支払報告書の提出
　（１月３１日まで）

②特別徴収税額の通知
　（５月３１日まで）

③特別徴収税額の通知

個人住民税の特別徴収による納税のしくみ
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予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
）
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

対
象
者
で
あ
る
新
中
学
校
１
年

生
・
高
校
３
年
生
に
は
、
３
月
末

に
通
知
書
等
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
上
、
お
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
依
頼

券
な
ど
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

発
行
し
て
い
ま
す
の
で
民
生
課
健

康
増
進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
、
風
し
ん
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は
、
予
防
接
種
以
外
に

予
防
の
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

進
学
や
就
職
時
に
、
接
種
歴
を
確

認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
接
種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

・
第
３
期　

中
学
校
１
年
生
相
当

（
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
）

・
第
４
期　

高
校
３
年
生
相
当（
平

成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４

月
１
日
生
）

●
二
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

小
学
校
６
年
生
の
児
童
を
対
象

と
し
て
、
４
月
に
二
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
し
た
。
接
種
さ
れ
て

い
な
い
方
は
民
生
課
健
康
増
進
係

ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

放
送
大
学
学
生
募
集

～
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
～

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。　

　

現
在
、
平
成
22
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
文
学
か
ら

科
学
ま
で
幅
広
い
分
野
を
、
半
年

１
万
７
千
円
か
ら
学
べ
ま
す
。
入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間

　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

問
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
ー
４
３
１
ー
０
３
６
０

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
７
月
12
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
７
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
定
期
相
談　

７
月
12
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
巡
回
相
談　

７
月
26
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

◇
定
期
相
談　

７
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

玉伝団地 平成６年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.5㎡

玉伝団地 平成５年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

玉伝団地 平成５年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

市鹿野団地 平成２年度 白浜町市鹿野 1102 番地 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・70.3㎡

【日置川地区】

　◆入居可能日　８月中旬　　◆募集期間　７月１日（木）～１６日（金）

　◆抽選日　　　７月２３日（金）　一般向住宅　午前９時３０分から

　※入居時には敷金が必要です。　※家賃のほかに、共益費が必要です。

　■お申し込み・お問い合わせ　役場建設課都市計画係（☎４３－６５８９）　

　　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所産業建設係（☎５２－２３０２）

公 営 住 宅 入 居 募 集
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行政
　　改革●

平
成
21
年
度
の
主
な

取
り
組
み

①
日
置
川
事
務
所
宿
直
の

廃
止

　

平
成
21
年
７
月
か
ら

②
救
急
車
の
適
正
利
用

　

白
浜
町
消
防
本
部
管
内

で
は
、
１
０
０
％
に
近
い

適
正
利
用

③
議
員
数
の
削
減

　

議
員
定
数
を
20
人
か
ら

16
人
と
し
、
４
人
を
削
減

　

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

は
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
行
政
改
革
に
関
す
る
ご

提
案
や
ご
意
見
は
、
役
場

総
務
課
財
政
係
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

（
℡
４
３
ー
６
５
９
８
）

～
平
成
22
年
度
修
正
版

　

白
浜
町
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
～

　

白
浜
町
で
は
、
財
政
健
全
化
の
視
点
か
ら
、
集

中
的
に
推
進
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
計
画
し

た
「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
」
を
平
成
18
年
11
月
に

策
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
18
年
度
を
起
点

と
し
た
５
年
間
で
、
毎
年
目
標
の
達
成
状
況
の
確

認
を
行
い
、
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
修
正
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
22
年
度
修
正
版
」
と
は
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る

取
り
組
み
経
過
や
結
果
、
ま
た
、
見
直
し
を
行
っ
た
計
画
を

示
す
も
の
で
す
。

　私が政治活動を志した大きな理由は３点です。

■ 子どもたちの未来のために

　紀南地域の高等学校では、地元に就職したい生徒がた

くさんいます。 しかし、地元での就職は年々、厳しくなっ

ています。 今年などは１月になっても、就職の決まらな

い生徒がたくさんいました。 私は教師として、生徒の就

職活動を保障する限界を感じました。 白浜町が活性化す

れば白浜町のみならず紀南地方全体の経済が浮上すると

思います。 経済が浮上すれば生徒たちの地元就職への願

いが叶います。それが私に町長職に挑ませた動機でした。

■ 風を起こすために

　私は、生徒たちに「地方自治とは民主主義の学校である」

と教えてきましたが、その地方自治が停滞している状況

では、民主主義を学ぶことすらできません。 無風選挙で

は何も起こりません。活気ある風を吹かすことでエネル

ギーは起こります。 私は、地方政治に活気のある政治を

作ること、白浜を考えることで、エネルギーが、風が吹き、

町の再生につながると考えました。

■ ３番目の人を楽にさせるために

　私は生徒に宮沢賢治の「自己犠牲」の意味や、一遍上

人の熊野権現からの教え「自己を捨てて生きる事」の大

切さを演劇で教えてきました。人間が働くとは、「端
はた

の人

を楽にさせるため」ということを教えてきたのです。 「自

分のすべてをかけてでも、なげうってでも、そばにいる人、

周りの人が少しでも楽しくなるように活動していく」こ

とだと教えてきたのです。 私は、町民の方々からいただ

いた政治家への要請の言葉に応えなければ、今まで生徒

に教えてきた言葉が嘘になってしまうと思い、政治活動

を行おうと決意したのです。

　私の好きな言葉の一節は宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」

の中にあります。

「カムパネルラ、また僕たち二人きりになったねえ、どこ

までもどこまでも一緒に行こう。僕はもうあのさそりの

ように、ほんとうにみんなの幸のためならば僕のからだ

なんか百ぺん灼いてもかまわない。」

「うん。僕だってさうだ。」

カムパネルラの眼にはきれいな涙がうかんでいました。

　たいへん青臭いといわれるかも知れませんが、この言

葉は、私を政治に向かわせた動機付けでありますから、

私はこの言葉を大切にして政治活動を進めて参りたいと

考えます。

　従いまして、公平で透明性のある明るい政治を心がけ

て参りたいと思いますので、ご指導、ご鞭撻をよろしく

お願いいたします。

私の政治姿勢について（議会答弁より）
VOL．２

町 長 だ よ り町 長 だ よ り
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新たな観光モニュメントの寄贈
　５月２９日、千畳敷に新た
なモニュメント「白浜から世
界各都市への方向盤」が加わ
りました。このモニュメント
は白浜南ライオンズクラブ様
の第３３期記念事業として寄贈いただいたもので、世界のいろ
いろな都市の方向や私たちの町と交流のあるアメリカ合衆国ハ
ワイ州ホノルル市や大韓民国果川（クワァチョン）市も示され
ています。
　千畳敷には多くの観光客の方々がお見えになることから、新
たな観光アイテムにより、更に魅力のある景勝地になることと
喜んでいます。

ごみゼロの日　１日清掃センター所長

　５月３０日（ごみゼロの日）、北富田小学校４年生の児童６
人（西

にし

村
むら

龍
りゅう

成
せい

くん、堂
どう

柿
がき

舞
まい

香
か

さん、木
き

村
むら

祐
ゆう

太
た

くん、寺
てら

本
もと

祥
よし

稀
き

くん、
岩
いわ

崎
さき

香
か

乃
の

さん、小
こ

谷
たに

優
ゆう

さん）が１日清掃センター所長に任命さ
れ、町内のスーパーや白良浜、千畳敷、三段壁でごみの減量と
リサイクル化の啓発活動を行いました。
　清掃センターでのセレモニーでは、１日清掃センター所長の
委嘱状を町長から手渡され、ごみ説法者の皆さんから名札とリ
ボンをつけてもらい、１日清掃センター所長が誕生しました。
　みんなでごみの減量のメッセージのはいったコスモス作業所
の手すきのハガキやチラシを配布し、町民、観光客の方々に呼
びかけました。

有間皇子記念式典・献湯祭
　６月１日、白浜温泉の豊かな恵みに感謝する献湯祭が行われまし
た。白浜の夏を象徴する恒例の行事で、今年で２４回目を迎えました。
　白浜温泉を世に知らしめた功績を顕彰する、有間皇子記念式典が
白良浜に面した記念碑前で行われた後、陣羽織などの衣装に身を包
んだ一行が行列をつくり、９つの湯元の一番湯を湯崎・山神社まで
運んで奉納しました。
　山神社では、温泉の
奉納神事のほかにも、
皇子太鼓の演奏や餅投
げが行われ、多くの見
物客で賑わいました。
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第２３回南紀白浜海人祭２０１０ｉｎ白良浜

白良浜の海底をダイバーが清掃活動

　白浜町商工会青年部が中心となって組織する「海人祭実行委員会」主催の海人祭が、６月５日、６日の２日間
にわたり開催されました。

　今年は、白良浜と商店街を一体化した取り組みとして「白浜
ウォークラリー」を実施し、ウォークラリーでは、３種類のコー
スに分かれ、コース内の各所に用意されたチェックポイントを
全て回った組が、午後からのゲーム大会へ出場しました。
　ゲーム大会では、優勝賞金１０万円を目指し、熱戦が繰り広
げられました。
　また、『大抽選会』やおなじみ『海人丼』も１，０００人に振
舞われ、爽やかに晴れ渡った初夏の白良浜で、多くの人が楽し
んでいました。

　６月６日、７日の２日間にわたり、白良浜海水浴場でダイバー
による海底清掃が行われました。これは、地元のダイビング
ショップの呼びかけで近畿、東海地方から１４０人のダイバー
がボランティアで参加し、白良浜の環境美化にご協力をいただ
きました。
　白良浜は、行政、地域住民が環境美化に努め、また、禁煙・
ごみのポイ捨て禁止ビーチとしての取り組みを行っています
が、海の中の清掃は初めての試みで、海中からは、ビニール袋や流れ着いた自動車の大きなタイヤなどが回収さ
れました。
　夏本番前のダイバーによる海底清掃で、白良浜海水浴場は一段ときれいになり、たくさんの海水浴客をお迎え
する準備が整いました。

地デジ相談会
２０１１年７月２４日までに地上アナログ放送は

完全にデジタル放送に移行し、アナログ放送は終了します。

総務省和歌山県テレビ受信者支援センター（デジサポ和歌山）では地デジの準備にあたり、「何をすればよ

いか解らない」、「テレビを買ったのにデジタル放送が受信できない」といった方々を対象に「相談会」と「説

明会」を開催いたします。

開催場所：白浜中央公民館、日置川拠点公民館
相談会　：7 月 12 日（月）～ 16 日（金）
時　間　：午前１０時～午後５時
説明会　：7 月 14 日（水）、１６日（金）
時　間　：午後２時～

問総務省地デジコールセンター　☎０５７０－０７－０１０１
　総務省和歌山県テレビ受信者支援センター（デジサポ和歌山） 　☎０７３－４０３－４１４１

地デジでお悩みの方、お困りの方は　まず

　　　　　　　　『デジサポ』へお電話ください。

でんわ急げ！デジサポへ
受付時間　平日　　　　：午前９時～午後９時
　　　　　土・日・祝日：午前９時～午後６時

地デジ受信の準備をお急ぎください！！
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
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ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

症　状 主な原因と対処法

熱失神  めまいがしたり、失神したりする。
 高温や直射日光によって血管が拡張し、血圧が下がることによって生じる。

 →涼しい日陰や冷房の効いた室内などに移動し、衣類をゆるめて休む。

熱けいれん

 暑い中での運動や作業中に起こりやすい、

 痛みをともなった筋肉のけいれん。足や腹

 部の筋肉に発生しやすい。

 血液中の塩分が低くなりすぎて起こる。水分を補給しないで活動を続けた

 ときに発生しやすい。

 →けいれんしている部分をマッサージする。

熱疲労

 たくさんの汗をかき、皮膚は青白く、体

 温は正常かやや高め。

 めまい、頭痛、吐き気、だるさをともなう

 ことも多い。

 いわゆる脱水症状によるもの。

 熱射病の前段階ともいわれ、この段階での対処が重要となる。

 →心臓より足を高くして、あおむけに寝かせる。水分がとれるようなら、

 少しずつ補給する。

熱射病

 汗をかいておらず、皮膚は赤っぽく、体温

 は 39℃を超えることが多い。

 めまい、吐き気、頭痛のほか、意識障害、 錯乱、

 全身けいれんなどをともなうことがある。

 体温調節機能が異常をきたした状態。そのままでは死に至ることもある。

 →上半身を高くして、座っている体制に近い状態で寝かせ、とにかく体

 を冷やす。首、脇の下、足の付け根など、血管が皮膚表面に近いところ

 を集中的に冷やす。

　７月となり、白浜もいよいよ夏本番をむかえます。この時期特に気をつけたいのが熱中症です。

　熱中症とは、体温を調節する仕組みがうまく働かなくなるために起こる体の異常のことを言い、大きく

次の４つに分けられます。

　それぞれの症状・主な原因・対処法は以下のとおりです。

夏です！！熱中症に気をつけましょう！！

☆こんなときは、 すぐに医療機関へ

　意識がはっきりしない（もしくは意識がない）場合は、すぐに救急車を呼びましょう。意識がはっきり

しない場合の水分補給は厳禁です。また、吐いてしまった場合にのどを詰まらせないように、横向けにし

て寝かせましょう。また、症状が治まっても再発する恐れもありますので、必ず医療機関を受診するよう

にしましょう。

☆こまめな水分補給が熱中症予防のポイントです

　「のどが渇いた」と感じたときには、すでにかなり水分不足となっていることが多いため、定期的に少

しずつ水分を補給しましょう。特に夏場は汗と一緒に塩分が失われることを考えると、塩水（0.1%程度の

もの）もしくはスポーツドリンクを飲むのがおススメです。子どもや高齢者は脱水症状を起こしやすいた

め、特に注意が必要です。



1�　広報しらはま７月号

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

　７月　２日（金） 13：00 ～ 13：10

 中央保健センター

 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 19 年 12 月生

　７月１４日（水） 12：00 ～ 12：10
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 11・12 月生

　７月１５日（木） 12：00 ～ 12：10
 １歳６か月児健診

（ 白浜地域 ）平成 20 年 12 月生

　７月２１日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 
１歳６か月・３歳６か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 20 年 10・11・12 月生
                       平成 18 年 11・12 月生
                       平成 19 年 1 月生

　７月２７日（火） 12：00 ～ 12：10

 中央保健センター

 １０か月健診
（ 白浜地域 ）平成 21 年 8 月生

　７月２９日（木） 12：00 ～ 12：10
 ４か月健診

（ 白浜地域 ）平成 22 年 3 月生

予防接種 　７月２８日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
　７月　５日（月）

※次回 8 月 2 日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

※ 19 日は 20 日に振り替え
 13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動 毎月第１日曜日
 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地 区に設
 定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 　７月１４日（水） 10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じます
 のでお気軽にお越しください。

ファミリークラス
　　７月　４日（日）　

※次回 10 月 31 日
 13：00 ～ 13：10  中央保健センター

 妊婦さんと、育児に関わるお父さんや家
 族の方も一緒にご参加ください。

7
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

会費収入
7,901,350 円
(1.64% )

寄附金収入
3,295,389 円
(0.69% )

経常経費補助金収入
98,358,151 円
(20.44% )

助成金収入
874,000 円
(0.18% )

受託金収入
49,057,230 円
(10.19% )

事業収入
5,605,707 円
(1.16% )

共同募金
配分金収入
4,763,276 円
(0.99% )

負担金収入
7,042,149 円
(1.46% )

介護保険収入
184,886,112 円
(38.41% )

自立支援費等収入
9,962,730 円
(2.07% )

雑収入
863,490 円
(0.18% )

経理区分間繰入金収入
24,799,597 円
(5.15% )

積立預金取崩収入
9,815,252 円
(2.04% )

その他の収入
8,344,160 円
(1.73% )

人件費支出
248,246,456 円
(62.32% )

事務費支出
48,886,252 円
(12.27% )

貸付金支出
140,000 円
(0.03% )

助成金支出
4,221,223 円
(1.06% )

負担金支出
324,500 円
(0.08% ) 固定資産取得

支出及び繰入
支出
1,501,625 円
(0.38% )

積立預金
積立支出
63,232 円
(0.02% )

その他の支出
9,511,840 円
(2.39% )

収　　入
481,340,702 円

支　　出
398,363,489 円

事業費支出
60,688,764 円
(15.23% )

経理区分間繰入金支出
24,799,597 円
(6.22% )

受取利息配当金
収入
280,467 円
(0.06% )

固 定 資 産 売 却 収 入
170,000 円
(0.04% )

貸付事業
等収入
120,000 円
(0.03% )

　　平成２１年度事業実施報告・一般会計決算

◎平成２１年度は、次のような事業を実施しました。

　①　法人組織の運営（経営）基盤の充実
　②　地域福祉活動計画に基づいた地域福祉活動の推進
　③　小地域ネットワーク活動（地域の見守り・支援体制づくり）の推進
　④　ボランティアセンター活動事業の充実　　　　　
　⑤　在宅介護者への支援
　⑥　障がい者福祉の推進　　　　　　　　　　　　　
　⑦　福祉教育の推進
　⑧　保健・医療・福祉のネットワークづくりの充実　
　⑨　福祉総合相談の充実
　⑩　関係団体（機関）ならびに地域住民の参画・協働の推進
　⑪　地域住民、白浜町および関係機関との連携による災害時要援護者救援体制の整備推進
　⑫　在宅介護事業（地域支援、介護予防・介護保険、障がい福祉サービス等）の充実
　⑬　高齢者生活福祉センター（生活支援ハウス）受託事業の安定化と居住部門機能の充実
　⑭　共同募金事業への協力　　　　　　　　　　　　⑮　各種支援事業の充実

◎平成 21年度の一般会計の決算額

補助事業等収入
828,064 円
(0.17% )

前期末支払資金残高
64,373,578 円
(13.37% )



1�　広報しらはま７月号
※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

7/5 司法書士 本部事務所

7/12 人　　権 本部事務所

7/20 弁 護 士 本部事務所

7/26 多重債務 本部事務所

8/2 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、１人約１５分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

7/2 弁 護 士 み　ま　い　荘  

7/7 一　　般 川添山村活性化支援センター 

7/14 人　　権 高齢者生活福祉センター  

7/21 一　　般 高齢者生活福祉センター  

7/28 弁 護 士 み　ま　い　荘  

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】１３時３０分から１６時
　　　　　　　　(当日受付は１５時まで )

　

守
口
市　
　
　

岩 

城　

具 

視　
　

様

　

安　

宅　
　
　

南　
　

 

喜
久
治　

 

様

　

本　

町　
　
　

三 

倉　

五
十
鈴　

 

様

　

本　

町　
　
　

森 

田　

敏 

正　
　

様

　

浜　

町　
　
　

宮 

所　

日
出
夫　

 

様

　

日
の
出　
　
　

壷 

田　

敬 

規　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
５
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

    

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い 

　
　
　

相
談
交
流
会
開
催
中
！

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
わ
か
や
ま
と
白
浜
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
県
の
委
託
を
受
け｢

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い 

相
談
交
流

会｣

を
開
催
し
ま
す
。｢

も
し
か
し
た
ら
認

知
症
？｣｢

こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

｣

家
族
や
身
内
に
認
知
症
の
方
が
お
ら
れ
る

方
、
物
忘
れ
が
心
配
な
方
、
悩
み
や
思
い
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
白
浜
会
場　

８
月
、
10
月
、
12 
月
、
２
月

◎
日
置
川
会
場　

７
月
、
９
月
、
11
月
、
１

月
、
３
月

☆
両
会
場
と
も
に
各
月
の
第
２
水
曜
日

☆
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎多重債務相談も受け付けています。

「第３回田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプ」
　　　参加者・ボランティア募集！

（開催趣旨）
日ごろ外出機会が少なく、他者との交流やグルー
プ活動への参加機会も少ない在宅の高齢者・障が
い者の方々を対象に、日常生活では体験すること
が難しい野外活動等を通じて、生き生きと過ごし
ていただくことを目的としています。
日　時：平成２２年９月１１日（土）～１２日（日）
場　所：調整中

（募集内容）
参加者：在宅の高齢者・障がい者
ボランティア：ボランティア活動でユニバーサル
キャンプに参加したいと思われる方
参加費：（参加者・ボランティアとも）
　　　　１泊２日　１人当たり　３，０００円
申込締切日：平成２２年７月３０日（金）
※詳細はお問い合わせください。

　　　ボランティアスクール参加者募集中！

　夏休み期間中に、白浜町に在住の中学生・高校生を対象
にボランティア体験学習「ボランティアスクール」を開催
いたします。
　保育園コース、知的障害者授産施設コース、デイサービ
スコース等あります。詳細は各支所までお問い合せくださ
い。参加申し込みをお待ちしています。

　　保育園コース

知的障害者授産施設コース
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中
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～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
沼
田
の
白
犬
』（
場
所 

日
置
地
区
下
瀧
）

　

山
向
こ
う
の
古
屋
村
か
ら
若
い

娘
が
瀧
村
へ
嫁
入
っ
て
き
た
。

　

娘
は
、
嫁
入
り
道
具
の
ほ
か
に

白
い
犬
を
連
れ
て
き
た
。　
　
　

　

娘
の
嫁
入
り
先
は
大
き
な
農
家

で
、
そ
の
年
は
こ
と
の
ほ
か
豊
作

だ
っ
た
。
こ
の
村
で
は
、
新
し
く

村
に
来
た
嫁
が
あ
い
さ
つ
を
兼
ね

て
、
隣
近
所
や
親
戚
に
も
ち
を
配

り
歩
く
習
わ
し
が
あ
っ
た
。　
　

　

秋
の
取
り
入
れ
が
済
ん
だ
こ
ろ

嫁
の
家
で
は
も
ち
を
つ
い
た
。　

  

　

そ
の
日
、
嫁
は
ま
だ
暗
い
う
ち

か
ら
も
ち
を
配
っ
て
歩
い
た
。    

　

嫁
が
村
は
ず
れ
の
弁
天
さ
ん
の

祀
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
と

き
、
ふ
と
、
足
を
止
め
て
谷
川
の

崖
を
覗
き
込
ん
だ
そ
の
ひ
ょ
う
し

に
、
嫁
は
う
っ
か
り
し
て
足
を
滑

ら
せ
、
崖
の
下
に
重
箱
の
餅
を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
。          

　

困
っ
た
嫁
が
餅
を
拾
お
う
と
崖

に
身
を
の
り
出
し
た
と
き
、
連
れ

て
い
た
犬
が
一
声
大
き
く
鳴
い
て

高
く
飛
び
跳
ね
た
か
と
思
う
と
、

崖
下
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。  

　

嫁
は
、
よ
ろ
よ
ろ
し
な
が
ら
も

犬
を
探
し
て
歩
い
た
が
、
犬
は
ど

こ
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。    

　

そ
の
う
ち
嫁
も
、
何
者
か
に
連

れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
ど
こ
か

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。           

　

そ
の
後
、
村
人
が
嫁
と
犬
を
捜

し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

瀧
集
落
の
沼
田
地
区
で
は
、
白

い
犬
は
嫁
を
連
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
て
、
飼
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
言
い
伝
え
が
今
も
残
さ

れ
て
い
る
。　
（
Ｉ
・
Ｈ
）

　

富
田
婦
人
学
級
で
は
、
５
月
26

日
に
農
業
研
修
会
館
で
「
奥
白
浜

清
流
の
会
」
市い

ち

川か
わ

博
ひ
ろ
し

会
長
を
講

師
に
招
い
て
安
居
地
区
で
栽
培
し

た
そ
ば
粉
を
使
い
、
そ
ば
打
ち
体

験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
富
田
婦
人
学
級
生
23

人
が
出
席
し
、
講
師
の
市
川
会
長

か
ら
、そ
ば
栽
培
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
等
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
七

右
衛
門
そ
ば
（
奥
白
浜
清
流
の
会

命
名
）
打
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
と
水
を
混
ぜ
こ
ね
始
め

る
と
、
と
て
も
良
い
そ
ば
の
香
り

が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
そ
ば
打
ち
体
験
を
す
る

学
級
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

美
味
し
そ
う
な
そ
ば
が
で
き
上
が

り
、
各
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
味
わ

い
ま
し
た
。

 

そ
ば
打
ち
体
験
実
施

～中央公民館サークル連絡協議会～

　事業計画および役員決定

　今年度の事業計画および役員を次のとおり決
定しました。

「平成２２年度　主な事業計画」
　ロビー展・サークル交流会・第５回しらはま
文化と福祉の集い・公民館施設の清掃

「平成２２年度役員体制」
役員（敬称略）
会　長　　伊

だ

達
て

　虔
けん

（エッセーを書こう）
副会長　　小

お

倉
ぐら

　治
おさむ

（日本画）
会　計　　国

くに

本
もと

　多
た

壽
ず

惠
え

（文学）
監　事　　尾

お

﨑
ざき

　すま子
こ

（富田書道）
監　事　　村

むら

上
かみ

　孝
たか

子
こ

（白浜書道）

白
浜
老
人
大
学　

例
会

　

白
浜
老
人
大
学
の
例
会
を
５
月

24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

44
人
の
学
生
が
出
席
し
、今
回
は
、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
紀
南
代
表
管
理
栄

養
士
大お

お

更ふ
け

元も
と

子こ

先
生
を
講
師
に
招

き
、「
し
っ
か
り
食
べ
て
長
生
き
」

を
テ
ー
マ
に
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予

防
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
大
原
則

は
ま
ず
「
食
事
」
で
し
っ
か
り
カ

ル
シ
ウ
ム
を
と
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
適
度
な
「
運
動
」、「
日

光
浴
」
で
骨
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
等
の
内
容
の
講
義
を
受
け
ま

し
た
。

　

当
日
は
、先
生
手
づ
く
り
の「
ふ

り
か
け
」
を
学
生
の
皆
さ
ん
で
試

食
し
ま
し
た
。

●
手
づ
く
り
「
ふ
り
か
け
」
レ
シ
ピ

①
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
、
さ
く
ら
え

び
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
乾
煎
り
し
細

か
く
砕
く
。

②
ゴ
マ（
い
り
白
ゴ
マ
）、の
り（
青

の
り
粉
）
に
昆
布
茶
か
ス
ー
プ
の

素
を
混
ぜ
れ
ば
完
成
。

　

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
作
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

 

日
置
、
市
鹿
野
、
滝
家
庭
学
級
活
動
中
!!

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
は
、
今

年
も
家
庭
学
級
の
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
学
級

で
は
４
～
５
月
の
間
に
年
間
計
画

を
立
て
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

市
鹿
野
家
庭
学
級
で
は
５
月
13

日
、
滝
家
庭
学
級
で
は
、
５
月
27

日
に
、
日
置
家
庭
学
級
で
は
５
月

28
日
に
開
講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
家
庭
学
級
で
は
、
年
間
計
画

の
中
に
生
活
講
座
や
健
康
講
座
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、清
掃
活
動
、

文
化
活
動
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
で
の
生
涯
学
習
活
動
に
寄

与
さ
れ
ま
す
。

　

日
置
家
庭
学
級
で
は
、
早
速
開

講
式
で
恒
例
の
い
び
つ
餅
作
り
を

行
っ
て
試
食
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
講
座
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
の
認
識
や
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　日置川教育事務所では、下記書籍の販売を行っ

ています。

　 所 望 さ れ る 方 は 日 置 川 事 務 所（ ☎ ５ ２ －

２６６０）までお問い合わせください。

・日置川町誌「通史編上巻」５，０００円
・日置川町誌「通史編下巻」５，０００円
・日置川町史「中世編」（第１巻）５，０００円
・日置川町史「近世編」（第２巻）５，０００円
・熊野水軍シンポジウム報告書（１～３巻）
　各１，０００円

・八幡山城跡（発掘調査報告書）２，０００円
・文化財シリーズ（その１～１１）各５００円
・日置川災害史「日置川町誌第３巻」３，０００円
・「町のすがた」縮刷版（１～４巻）各３，０００円

※送料は別途ご負担となります。

※在庫切れの場合は、ご容赦ください。

 

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル
の

　
　
　

一
般
開
放
に
つ
い
て

　

日
置
プ
ー
ル
は
、
７
月
21
日

（
水
）～
８
月
31
日（
火
）の
期
間
、

一
般
開
放
し
ま
す
。

　

開
放
時
間
は
午
後
１
時
～
５
時

ま
で（
小
学
生
は
午
後
３
時
ま
で
）

で
す
。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
様
に

は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
天
候
不
良
や
水
温
の
程

度
に
よ
っ
て
は
、
開
放
を
中
止
す

る
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
中
止
の
際
は
町
内
放
送

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
拠
点
公
民

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
５
２
ー
２
６
６
０
）

プ
ー
ル
の
大
掃
除  

～
日
置
中
の
生
徒
も
お
手
伝
い
～

　

６
月
１
日
に
町
営
プ
ー
ル
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
清
掃
に
は
日
置
中
学
校

の
１
年
生
と
２
年
生
総
勢
41
人
が

お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
槽
の
側
面
の
汚
れ
は
、

タ
ワ
シ
と
ブ
ラ
シ
で
擦
り
落
と
し
、

底
に
溜
ま
っ
て
い
た
泥
や
木
の
葉

は
ワ
イ
パ
ー
と
ホ
ー
ス
を
使
っ
て

き
れ
い
に
洗
い
流
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
ピ
カ
ピ
カ

に
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
プ
ー
ル
は
今

年
も
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

◆ 健康講演会のご案内 ◆

日時：７月１４日（水）午後７時３０分～
場所：日置川拠点公民館

  
演題　「家庭でできる救急法」

　このたび、公民館日置分館では南和歌山医療セ
ンターの「出張健康講座」を開催します。
　ぜひ、この機会に話を聞いてみませんか。

講師　南和歌山医療センター
　　　看護師　　松

まつ

 本
もと

　里
さと

 美
み

　氏
　　　　　　　　西

にし

　　 麻
あさ

 美
み

　氏

主催：日置川拠点公民館日置分館

【市鹿野家庭学級開講式のようす】
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じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　暑い日が続きます。

　子どもたちは、楽しい夏休みが

始まります。

　「カブト虫、○○に行ったらいっ

ぱいあったよ」「この本、おもしろ

かった」と、はずんだ子どもたちの声が図書館に響きます。

　みなさんも一緒に遊びに来ませんか。

おりがみ教室

　図書館では、下記の日程で『おりがみ教室』を開催し
ます。親子連れ、大人、子どもだけの方でも参加できます。
　ぜひ、お越しください。

　　　　◆日置分室（☎５２－２６６０）
　　　　　７月２４日（土）午前１０時から
　　　　◆本館（☎４３－２９２２）
　　　　　７月３１日（土）午前１０時から
　　　　◆富田分室（☎４５－００４８）
　　　　　７月３１日（土）午後２時から

夏休み連続おはなしの日

　みなさんに楽しいおはなしの世界を知ってもらおうと
地域のボランティアの方々の協力を得て開催します。　
　　　８月４日（水）～８日（日）

・本　　　館　午前１１時から
・富  田 分 室　 午前１１時から

児童館行事紹介

☆おはなし玉手箱
　７月３日・１０日・１７日・２４日　
　（３１日は本館・富田分室ともお休みです。）
　本館・富田分室　午前１１時～
☆しらはま子どもの本の会例会
　７月１５日（木）　　午前１０時から　 本  館

　　テキスト　“ １０ぴきのかえる ” シリーズ
　　作：間所ひさこ　　絵：仲川道子
　＊テキストは本館においてあります。

７月の行事

◆囲碁 ・将棋教室◆

　毎週土曜日（午後１時３０分～３時頃）、幼児～中学

生を対象に、囲碁・将棋教室

を開催しています。囲碁や将

棋は、集中力を養い、考える

力をつけます。一緒に楽しみ

ませんか。

◆スポーツ教室◆

　いろんなスポーツをみんなに知ってもらい、元気に汗

をかいてもらおうと、小学生

を対象に、今年も、スーパー

ドッジボールをメインとして、

スポーツ教室を開催していま

す。（毎月第２・４土曜日開催）

◆はまっこクラブ◆

　児童館を利用しにくい遠方の子どもたちを対象に、「出

前児童館」を開催しています。毎月第３土曜日を基本と

して、白浜第一・第二小学校区域を対象に開催している

「はまっこクラブ」もそのひとつです。

　はまっこクラブでは、子どもたち自身がやりたいこと

を考え、それをもとに大人の運営スタッフにおいて年間

行事を決定しています。今年度も運営スタッフ会議にお

いて、「水鉄砲サバイバル」「フィールドサーチ」「科学

実験」などの行事予定が決まりました。

※いずれの行事も、年度途中からでも参加できますので、
　ぜひ参加してください。

※行事についての申し込みやお問い合わせは、
　町立児童館（☎４５－２１１７）まで　　
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【白浜町栄　在住】

 岩
いわ

本
もと

　真
ま

滝
る

 くん　　（平成２０年４月１１日生）

 

　　（パパ・ママ メッセージ）

　　これからも元気いっぱいの真滝ちゃんでいてね！　

　　
　　　　　　　　　　父　康

やす

史
し

さん・母　志
し

穂
ほ

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）わがやのスター
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て
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を
植
え
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け
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ち

子こ

　

母
の
日
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母
は
田
植
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の
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守も
り
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追
い
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い
て
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町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。
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～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

ピックアップ町政
●資生堂「椿の森」保全ボランティア活動

　椿にある資生堂「椿の森」の保全のため、資生
堂よりボランティア約８０人が、草刈等の保全活
動を行ないました。

●定期救命講習（白浜町消防本部）

●感謝状を

　６月１日、気象庁長官より白浜町消防本部に対
し、多年にわたり地域気象観測委託業務に協力し
た功績により、感謝状が授与されました。

　６月６日、白浜町消防本部において、定期救命
講習を行いました。
　１４人の受講者全員が無事修了し、心肺蘇生法
やＡＥＤの操作方法等を習得しました。

  【愛　称】：紀の国わかやま国体
　「紀の国」は、万葉の時代より和歌山を表す言葉として使われ、今も県民に親しまれ、さまざまな場

面で使われている言葉です。第 70 回国民体育大会が和歌山県で開催されることを明確に示す「わかや

ま国体」に「紀の国」を付けた愛称が県民に親しまれるとともに、「紀の国」を全国に発信します。

  【スローガン】：躍動と歓喜、そして絆
　活力に満ちたふるさとづくりに寄与する大会の実現を通じ、和歌山の元気・活力・躍動感を全国にア

ピールするとともに、大会に参加するすべての人が躍動し、歓喜する。そこに交流が生まれ、絆が深ま

るような大会を目指すことをイメージしています。

紀の国わかやま国体
２０１５

第７０回国民体育大会（２０１５年開催）の愛称・スローガンが決定しました!!
躍動と歓喜、そして絆


